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凡例




これは「風花」第二十一卷第五號（昭和二十六年五月一日　風花書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣い（一部新仮名遣いが混在）であり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。
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　私達が學校を出るまでは、時間は、時計と一緖に流れるものだとだけ考へてゐた。カントの哲學を學んでも、時間は流れる形式とだけ敎へられてゐたのであつた。

　ところが、ハイデッカーの說があらはれるに及んで、時間は、「時計の時間」と「生きたいのちの時間」とに別けるべきだと云う考へ方があることを知らされたのであつた。

　なるほど、或作曲家は、一瞬のひらめく樣な凝集したいのちのたまゆらに、全作曲の構造が浮んだと云うことも聞いてゐる。

　東洋でも「人の神シンを見ること飛鳥の目を過ぐるが如し、その去ること速かなれば速かなるほどその神シン愈々全し」と云う意味の事を云つてゐる。「はつ！」と思う樣な魂の昂揚した瞬間は、再びとらえんとすると、するりと指の間を拔けて行つてしまうほど、もろくも崩れて消えてしまうものであると云うのである。

　ハイデッカーの弟子のオスカー・ベッカーも、この「美のもろさ」について論じてゐる。そもそもハイデッカーは、普通の時計の時間を「俗な時間」と云つて、井戶端會議で通用し、そこで皆でわいわい過してゆく時間であると云う。それに對して、「生きてゐる時間」と云うものがあると云うのである。自分が自分をみつめ、自分が自分を追拔いて、今こそ生きてゐると云へる恍惚とする時間がある。それをエクスターゼ、流れてゐる時の外のものであると云うのである。

「造化にしたがひ、造化にかへる」とか、「竹のことは竹にならへ」等芭蕉が云つてゐるが、何か造化に、今しも隨順した、うちのめされた、「あゝ、お前もそうだつたのか」と手をさしのばしたくなる造化に觸れたとき、人々は、一つの長い息を吐くのではあるまいか。「寂かに觀ずれば、物皆自得す」と云うこゝろもちもそれではあるまいか。これは深淺もあり、大小もあろうが、多かれ少かれこんな心持のあるとき人々は大いなる時間が、宇宙と共に流れて居り、それは時計ではかりようもないと思はざるを得ないのではあるまいか。こんな心持を、ハイデッカーは「生きた時間」と云つてゐるであろうとひそかに思つてゐる。

　もし、ハイデッカーの云うところのものが、そうでなくても、それはそうでよい、彼の考へ方は、今、東洋の美について實によい示唆をあたへて吳れてゐることとなるのである。

　山本安英さんの「鶴によせる日々」を讀んでゐると、次の文章に出遇つた。

「しんとした空氣の中に、さらさらといふ流れの音にまじつて、何やら非常に微かな無數のさゞめきが、たとへばたくさんの蠶が一勢に桑の葉を食べるやうなさざめきが、いつの間にかどこからともなく聞えてゐます。

　知らないうちに流れのふちにしやがみこんでゐた私たちがふと氣がついてみると、そのさゞめきは、無數の細いつららの尖からしたたる水滴が、流れの上に落ちて立てる音だつたのです。さう思つてそこを見ると、その小さい水玉たちは、僅か三四寸の空間をきらめいて落ちて行きながら、流れてゐる水面にまた無數の微かな波紋を作つて、この美しい光の交響樂は、ますますせんさいに捉へがたいせんりつを織り出してゐるのでした。さうしてその、きらめきわたる光りの帶をとほして、澄み切つた水の底に、若い小さい芹の芽の淺綠が驚くほどの鮮かさでつつましく見えてゐました。」

　山本さんは、いつ思ひだしても、夢ではないかと思はれる美しい童話の世界だつたと思ひかへしてゐる。そして、それをいかに演劇の世界に生かすべきか、又は、この世界を知つたものが、いかに演劇の中で「生きて行く」べきかを思惱んでゐる。

　まことに、ワイルドの言葉のように、

「今、見てゐることが、一等神秘だ」

　と思はれる瞬間がある。神秘と思へるほどあざやかな現實が突如眼前にあらはれることがある。山本さんの場合も自然を通してプルーストの云う「認識の達しない深みに於て、自分自身にめぐりあつてゐる」のではあるまいか。

　それは、逆說的に云へば、又同時に、そのめぐり遇つたとは、その自分に袂別し、自分と手をわかち、新しい未來の中に、又は永遠の中によろけ込む自分の中に見出す新鮮さに身ぶるひを感觸したことなのかもしれない。

　自然はときどき、自分に、そんな飛躍をあたへて吳れるスプリング・ボードとなつてくれることがある。

「袂別するときに、はじめて、ほんとうに遇へたのだ。」と云へる樣な辯證法的な自分への對決を、自分に强ひるときがある。

「美のもろさ」はそれである。美は、飛んでゆく鳥が、目を掠めるほど、たまゆらを閃めくものであると云うのはそれである。

　そこにはじめて、ほんとうの「今」があるのではあるまいか。

　逆に云うならば、この「今」がなければ、美はないのではあるまいか。私は俳句で、「季」が大切にされるのは、この「今」を大切にすることであると信じてゐる。春が蝶で、霧が秋だと云うマンネリズムから、むしろ逸脫して、ほんとうの「今」の「季」の確立が、近代の俳句で望ましいのではないかと、ひそかに、素人として、疑つてゐるのである。
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